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DMZ国 際ドキュメンタリー映画祭 2021

グランプリ
ホワイトグース賞

ソウル独立映画祭2021

実行委員会 特別賞

山形国際ドキュメンタリー映画祭2021
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会場層崎女性センター トレピ
=日時2023。11.215 SAT

開場 12:40ノ 開演 13:00‐ 終了 16:4o(途中休憩あり)
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『ディア・ピョンヤン』『かぞ
｀
くのくに』、そして本作。ヤン監督に

よる三作品を東ねる圧倒的な強度。むきだしの母の生の姿

を追い、やがで現れる家族の真実に心臓を射貫かれる。

螂魏洋鸞 ―一鑢、=ツセイ総
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「私たち」のすぐ隣に住み、「私たち」とは違う

ものを信じて生きている「あの人たち」。彼らが

なぜそのように生きているのか、なぜ「私たち」

には理解できないものを信じようとしたのか。

監督でもある娘が撮影を通して母を理解して

いくように、この作品を観終わるとほんの少し

「あの人たち」と「私たち」の間に引かれた線

は、細く、薄くなる。

はな機春轟 ―撥画監督
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ひ
と
り
の
女
性
の
生
き
様
を
と
お
し
て

国
家
の
残
酷
さ
と
運
命
に
抗
う
愛
の
力
を‐

唯

一
無
二
の
筆
致
で
描
き
だ
す

年
老
い
た
母
が
、
娘
の
ヨ
ン
ヒ
に
は
じ
め
て
打
ち
明
け
た
壮
絶
な
体
験

―

１
１
９
４
８
年
、
当
時
１８
歳
の
母
は
韓
国
現
代
史
最
大
の
タ
ブ
ー

と
い
わ
れ
る
「済
州
４
・３
事
件
」
の
渦
中
に
い
た
。

朝
鮮
総
連
の
熱
心
な
活
動
家
だ
っ
た
両
親
は
、
「帰
国
事
業
』
で
３

人
の
兄
た
ち
を
北
朝
鮮
へ
送
っ
た
。
父
が
他
界
し
た
あ
と
も
、
″
地
上
の

楽
園
″
に
い
る
は
ず
の
息
子
た
ち
に
借
金
を
し
て
ま
で
仕
送
り
を
続
け

る
母
を
、
ヨ
ン
ヒ
は
心
の
中
で
責
め
て
き
た
。
心
の
奥
底
に
し
ま
っ
て
い
た

記
憶
を
語
っ
た
母
は
、
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
を
患
う
。
消
え
ゆ
く
記
憶

‐を
掬

い
と
ろ
う
と
、
ヨ
ン
ヒ
は
母
を
済
州
島
に
連
れ
て
い
く
こ
と
を
決
意
す
‐る‐
「

そ
れ
は
、
本
当
の
母
を
知
る
旅
の
は
じ
ま
り
だ
っ
た
。

こ
れ
ま
で
私
は
自
身
の
家
族
と
北
朝
鮮
と
の
関
係
を
描
い
て
き
た
が
、

今
作
で
初
め
て
韓
国
と
の
関
係
に
焦
点
を
あ
て
た
。

タ
イ
ト
ル
に
は
、
思
想
や
価
値
観
が
違
っ
て
も

一
緒
に
ご
飯
を
食
べ
よ
う
、

殺
し
合
わ
ず
共
に
生
き
よ
う
と
い
う
思
い
を
込
め
た
。

ン

ヨ
ン
ヒ

監
督
は
『デ
ィ
ア
・ピ
ョ
ン
ヤ
ン
』
『
か
ぞ
く
の
く
に
』
な
ど
、
朝
鮮
半
島

と
日
本
の
悲
劇
的
な
歴
史
の
う
ね
り
を
生
き
る
在
ロ
コ
リ
ア
ン
家
族
の

肖
像
を
親
密
な
タ
ッ
チ
で
写
し
続
け
て
き
た
ヤ
ン
ヨ
ン
ヒ
。
音
楽
監
督
を
　
　
一

務
め
た
の
は
『お
嬢
さ
ん
』
『タ
ク
シ
ー
運
転
手

約
束
は
海
を
越
え
て
』

な
ど
、
名
だ
た
る
作
品
を
生
み
出
し
て
き
た
チ
ョ
ヨ
ン
ウ
ク
。

な
ぜ
父
と
母
は
、
頑
な
に
″
北
″
を
信
じ
続
け
て
き
た
の
か
？

つ
い
に

明
か
さ
れ
る
母
の
秘
密
。
あ
た
ら
し
い
家
族
の
存

の
映
画
フ
ァ
ン
を
魅
了
し
て
き
た
、
あ
の
（
家
族
の
物
語
〉
が
、
ま
っ
た
く
　
・

あ
ら
た
な
様
相
を
お
び
て
浮
か
び
上
が
る
。

神戸女学院大学 女性学インステイチユ~ト

電話:0798‐ 51‐8545 メール:wsi‐o@mail.kObe‐ c.acjp
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